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三 次 市 議 会

A n d ro idiO S

「 マチイ ロ 」 ア プリ でス マホ から も

議会だよ り をご覧いただけま す。

▶  令和５ 年第２ 回臨時会 ‥‥‥‥‥‥‥‥  2

▶  こ んな こ と が決ま り ま し た ‥‥‥‥‥  4

▶  委員会審査 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  6

▶  市政を 問う （ 一般質問） ‥‥‥‥‥‥‥  7

令和 5 年 6 月定例会終わる

市議会だよ り
みよし



　
臨
時
会
で
、
審
査
付
託
と
な
っ
た
議
案
３
件
に
つ
い
て
、５
月
1 2
日
に
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

令和 5 年 第 2 回臨時会 第２ 回臨時会を５ 月１ ２ 日（ 金）から５ 月１８ 日

（ 木）まで開催し 、次のこと が決まり まし た。

3 8 0 億4 ,2 8 5 万3 千円

２ ９ 億７ ，２ ８ ５ 万３ 千円追加

令和5 年度　 一般会計予算の補正（ 第１号）

補正額

総額

● 主な使い道　 　 　 　 　 　 　 　 　

 ・ みよ し 運動公園陸上競技場改修事業

 ・ 女子野球ワ ールド カッ プ情報発信支援事業

 ・ 地域脱炭素実現に向けた再エネの最大限導入のための計画づく り 支援事業

◆子育て世帯生活支援特別給付金事業

◆新型コ ロ ナウ イ ルス ワ ク チン接種事業

《 債務負担行為》　 甲奴支所耐震化等事業ほか

《 地 方 債》　 公共施設等整備事業ほか

　 　      4 ,7 0 0 万円

　 　      1 ,1 0 0 万円

　 　      1 ,0 5 2 万 8 千円

　 　      5 ,4 0 0 万円

　 1 億 2 ,8 2 1 万 8 千円 ほか

補正予算の概要はこ ちら  →議案の内容はこ ちら  →

議
　
　
案

　

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
（
３
件
）

■
三
次
市
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
の
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

■
三
次
市
副
市
長
の
選
任
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

■
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
）

■
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
損
害
賠
償
の
額
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て
・
２
件
）

■
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
三
次
市

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

■
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
三
次
市

都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

■
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
三
次
市

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

■
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
三
次
市

企
業
立
地
等
を
重
点
的
に
促
進
す
べ
き
区
域
に
お
け

る
市
税
（
固
定
資
産
税
）
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

報
　
　
告

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

（ ◆印は新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症対応分）

総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た

～
会
派
代
表
に
よ
る
総
括
質
疑
項
目
～

と
も
え

❶ 

共
創
に
よ
る
地
域
（
人
）
づ
く
り
に
つ

い
て

❷ 

予
算
内
に
お
け
る
各
比
率
に
つ
い
て

清
友
会

❶ 

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
へ
の
予

算
の
充
実
に
つ
い
て

❷ 

子
ど
も
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

明
日
へ
の
風

❶ 

福
岡
市
政
２
期
目
の
財
政
運
営
に
つ

い
て

❷ 

共
創
に
よ
る
地
域
（
ひ
と
）
づ
く
り
に

つ
い
て

❸ 

職
員
の
働
き
方
に
つ
い
て

真
正
会

❶ 

新
規
事
業
に
対
す
る
市
長
の
思
い
に
つ

い
て

❷ 

将
来
を
見
通
し
た
財
政
運
営
に
つ
い
て

❸ 

地
域
資
源
を
活
か
し
た
元
気
づ
く
り
に

つ
い
て

会
派 

未
来

❶ 

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

❷ 

共
創
に
よ
る
ひ
と
づ
く
り
に
つ
い
て

❸ 

地
域
資
源
活
用
と
人
口
減
少
状
況
に
つ

い
て

公
明
党

❶ 

地
域
資
源
を
活
か
し
た
元
気
づ
く
り
に

つ
い
て

❷ 

共
創
に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

委

員

会

審

査
（
委
員
長
報
告
）

教
育
民
生
常
任
委
員
会   

５
月
1 2
日
開
催

委員長報告の

全文はこ ちら →

【
付
託
議
案
】

　
議
案
第
59
号
「
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
」

ほ
か
２
議
案

【
審
査
結
果
】

　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
に
対
す
る
意
見
】

 

　
議
案
第
59
号
ほ
か
２
議
案
に
共
通
し
て
、
必
要
な
工
種
等

は
、
可
能
な
限
り
当
初
の
計
画
に
反
映
す
る
よ
う
設
計
の
精

査
に
今
後
も
努
め
ら
れ
た
い
。
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■第２ 回臨時会　 審議結果（ 全員一致以外のも の）　 　 　  ○…賛成　 ×…反対

会

派

と も え 清友会 明日への風 真正会 会派 未来 公明党

日
本
共
産
党

区　 　 分
結

果

小
田

新
家

弓
掛

藤
井

月
橋

宍
戸

保
実

山
村

重
信

山
田

掛
田

藤
岡

徳
岡

増
田

杉
原

齊
木

鈴
木

横
光

竹
原

大
森

新
田

黒
木

中
原

伊
藤

議案第５ ７ 号

令和５ 年度三次市一般会計補正
予算（ 案）修正案

（
賛
成
多
数
）

可
　
決

× × × × × ○ ○
議

　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × × ○

議案第５ ８ 号

令和５ 年度三次市土地取得特別
会計補正予算（ 案）

（
賛
成
多
数
）

否
　
決

× × × × × ○ ○
議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × × ○

予

算

審

議

予
算
決
算
常
任
委
員
会

～
補
正
予
算
～

　
臨
時
会
で
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
審
査

付
託
と
な
り
ま
し
た
議
案
２
件
に
つ
い
て
、
５

月
1 5
日
及
び
1 6
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
そ
の
審
査
と
結
果
を
次
の
と
お
り
報
告

し
ま
す
。

　
付
託
議
案

議
案
第
57
号

　
令
和
５
年
度
三
次
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
案
）
ほ
か
１
議
案

　
審
査
結
果

議
案
第
57
号
（
修
正
案
の
部
分
を
除
く
）

　

全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

議
案
第
57
号
修
正
案

　
賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
58
号

　
反
対
多
数
で
否
決

議
案
第
5 7
号

　
令
和
５
年
度
三
次
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
案
）
に
対
す
る

修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

 

提
案
理
由

　
備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
・
三
次
消
防

署
新
庁
舎
の
移
転
先
と
し
て
選
定
さ
れ
た
高
平

地
区
が
、
消
防
力
、
消
防
機
能
を
発
揮
で
き
る

適
地
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
こ
れ

ま
で
納
得
で
き
る
説
明
理
由
を
伺
う
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
立
地
場
所
を
選
定
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
消
防
力
適
正
配
置
調
査
を
専
門
機

関
に
委
託
し
、
移
転
先
を
決
定
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
そ
の
こ
と
が
行
政
の
説
明
責
任

を
果
た
し
、
さ
ら
に
は
、
議
会
の
議
決
責
任
を

果
た
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

議
案
第
5 7
号
「
令
和
５
年
度
三
次
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
案
）
」
に
対
す
る
修
正
案

　
　
　
　 

　
弓
掛
議
員

　
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
る
高
平
地
区

は
高
台
に
あ
り
、
新
た
な
移
転
先
と
し
て
必

要
な
要
件
を
満
た
し
て
お
り
、
適
地
で
あ
る

と
考
え
る
。

         

　 

　
増
田
議
員

　
科
学
的
根
拠
を
も
っ
て
建
設
用
地
と
し
て
最

適
で
あ
る
と
、
明
確
に
説
明
が
さ
れ
て
い
な
い

以
上
、
一
旦
立
ち
止
ま
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

　
　
　
　 
　

横
光
議
員

　
備
北
地
区
消
防
組
合
議
会
の
質
疑
に
お
い
て

異
論
は
な
く
、
採
決
は
全
員
一
致
で
議
決
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
私
は
消
防
組
合
議
員
の
１

人
と
し
て
、
議
決
し
た
責
任
が
あ
り
、
そ
の
責

任
を
果
た
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

新
田
議
員

　
市
民
の
安
心
安

全
を
守
る
の
は
当

然
で
あ
り
、
新
し

い
庁
舎
は
必
要
で

あ
る
。
多
額
の
予

算
を
使
う
の
だ
か

ら
、
市
民
に
対
し

て
説
明
責
任
を
果

た
す
べ
き
で
あ
る
。

　
討

　
　
論

議
案
第
5 8
号

　
「
令
和
５
年
度
三
次
市
土
地
取

得
特
別
会
計
補
正
予
算
（
案
）
」　
予
算
決
算
常

任
委
員
長
報
告
否
決
に
対
す
る
討
論

　
　
　
　 

　
弓
掛
議
員

　
高
平
地
区
の
土
地
は
、
広
島
県
が
譲
っ
て
い

い
と
言
っ
て
い
る
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
購
入

す
べ
き
と
考
え
る
。

         

　 

　
増
田
議
員

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
あ
る
程
度
具
体
的
な
計
画

等
に
し
た
う
え
で
土
地
取
得
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
が
、
用
地
の
状
況
等
、
現
時
点
に
お
い

て
到
底
十
分
に
説
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な

い
。

　
　
　
　 

　
藤
井
議
員

　
市
民
の
間
で
も
防
災
意
識
が
目
覚
め
て
き

た
。
高
台
に
避
難
す
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
重

要
で
あ
り
、
一
つ
の
防
災
拠
点
と
し
て
、
こ
の

土
地
取
得
を
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

         

　 

　
徳
岡
議
員

　
防
災
公
園
を
つ
く
る
よ
り
も
、
三
次
の
宝
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
教
育
や
、
日
常
的
に
身
近

な
施
設
に
予
算
を
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　 

　
横
光
議
員

　
こ
の
予
算
は
土
地
を
先
行
取
得
す
る
こ
と
に

よ
り
、
事
業
の
円
滑
な
執
行
を
図
る
こ
と
が
目

的
で
あ
り
、
三
次
市
民
の
命
を
守
る
た
め
に
購

入
す
る
土
地
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
の

意
味
で
購
入
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

反

　対
賛

　成

反

　対
賛

　成

反

　対
賛

　成

反

　対
賛

　成

反

　対

本会議での採決の様子

※議案第58号令和５ 年度三次市土地取得特別会計補正予算（ 案）は、賛成多数で委員長報告ど おり 否決
と なり ま し た。
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こ んな こ と が決 ま り ま し た 　 ６ 月定例会を６ 月１ ６ 日（ 金）から６ 月３ ０ 日（ 金）まで

開催し 、議案９ 件及び意見書２ 件を 原案のと おり 可決

し 、請願１ 件を採択とし まし た。

可
決
さ
れ
た
条
例

■
三
次
市
支
所
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
三
次
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

■
三
次
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
三
次
市
ハ
イ
ヅ
カ
湖
畔
の
森
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

■
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
調
停
の
成
立
に
つ
い
て
）

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

■
市
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更
に
つ
い
て

■
三
次
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

■
三
次
市
副
市
長
の
選
任
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

そ
の
他
の
議
案
・
報
告

議案の内容は

こ ちら ↓

意見書等は

こ ちら ↓

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致
で
採
択

全
員
一
致

全
員
一
致

請
　
　
願

■
公
共
財
と
し
て
の
種
子
を
保
全
・
活
用
す
る
た
め
の
施
策

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

意

見

書

■
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る
意
見
書

■
公
共
財
と
し
て
の
種
子
を
保
全
・
活
用
す
る
た
め
の
施
策

を
求
め
る
意
見
書

令和5 年度 一般会計予算の補正（ 第２ 号）

７ 億５ ，８ ９ ３ 万３ 千円追加補正額 総額 3 8 8 億1 7 8 万6 千円

■ 主な使い道　 　 　 　 　 　 　 　 　

 ・ 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症対応地方創生臨時交付金事業

〈 充当内訳（ 予定）〉

　 1 億　 7 9 4 万 3 千円

　 　      8 ,5 2 0 万円

　 　      6 ,8 1 6 万 3 千円

　 　      3 ,0 0 0 万円

　 　      1 ,9 4 1 万 9 千円

　 　      1 ,0 2 3 万 4 千円

　 　      1 ,0 0 0 万円ほか

事業の名称 事業の概要 事業費

住民税非課税世帯等臨時特別給

付金

コ ロナ禍において、 原油価格・ 物価高騰等に直面する生活者を 支援する

ため、 非課税世帯に対し 、 1 世帯ごと に３ 万円の給付金を支給する。

1 9 0 ,4 5 3

低所得の子育て 世帯に対する 子

育て世帯生活支援特別給付金（ 大

学生等世帯分） 事業

コ ロナ禍において物価高騰に直面する低所得世帯を対象に、 こ の世帯で

扶養する大学や専門学校等に就学し ている子１ 人当たり ５ 万円の給付金

を 支給。

2 ,0 2 0

電力・ ガス・ 食料品等価格高騰

対応生活応援給付事業

コ ロナ禍における物価高騰など様々な困難に直面し ている 市民の生活・

暮ら し の支援と し て、「 三次藩札」 を配布する。

1 7 6 ,2 5 1

学校給食食材費支援事業 コ ロナ禍における 物価高騰等による 給食食材費の値上がり 分を 家計に反

映さ せるこ と なく 、 子ども たちに栄養バラ ン スの取れた給食の提供を継

続するため、 各共同調理場に食材費値上がり 相当分を補助する。

1 3 ,9 0 8

プ レ ミ ア ム付商品券（ 三次藩札）

発行事業

コ ロナ禍の影響を 受けた市内の経済状況を 鑑み、 市内消費を 喚起するた

め、 プレミ アム付き商品券「 三次藩札」 発行事業に対し て補助する。

5 5 ,0 0 0

　  4 億 3 ,7 6 3 万 2 千円

　 　      （ 単位： 千円）

 ・ 備北地区消防組合負担金

 ・ 消防施設建設事業に伴う アク セス 道路整備事業

 ・ 備北地区消防組合消防本部・ 三次消防署新庁舎用地取得事業

 ・ 内水対策事業（ 権現川貯留施設整備）

 ・ 過年災害農業施設復旧事業

 ・ 過年災害農地復旧事業

 ・ 危険木等伐採事業補助金

《 債務負担行為》　 追加　 ２ 件　 　 次期一般廃棄物最終処分場候補地選定事業ほか

《 地 方 債》　 変更　 ２ 件　 　 河川災害防止対策事業ほか

特別会計

【 土地取得特別会計】（ 第２ 号）　 　 　 　 　

《 債務負担行為》　 １ 件　 　 公共用地先行取得事業

《 地 方 債》　 １ 件　 　 公共用地先行取得事業

　 　      7 ,8 1 2 万 6 千円

補
正
予
算
の
概
要
は
こ
ち
ら

６
月
補
正
予
算
を
ご
覧
く
だ
さ
い
→

2 0 2 3（ 令和5）年8 月1 0 日発行 4



こ んな こ と が令和５ 年 ６ 月定例会

■ 6 月定例会　 審議結果（ 全員一致以外のも の）　 　 　  ○…賛成　 ×…反対

会

派

と も え 清友会 明日への風 真正会 会派 未来 公明党

日
本
共
産
党

区　 　 分
結

果

小

田

新

家

弓

掛

藤

井

月

橋

宍

戸

保

実

山

村

重

信

山

田

掛

田

藤

岡

徳

岡

増

田

杉

原

齊

木

鈴

木

横

光

竹

原

大

森

新

田

黒

木

中

原

伊

藤

発議第 4 号

議案第７ １ 号　 令和５ 年度三次市
一般会計補正予算（ 第 2 号）に対す
る附帯決議（ 案）

可
　
決

× × × × ×
欠

　
席

○ 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × × ○

　

発
議
第
４
号

　
議
案
第
7 1
号

令
和
５
年
度
三
次
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）に
対
す
る
附
帯
決
議
（
案
）

　
　
　
　 

　
杉
原
議
員

　
三
次
市
議
会
に
お
い
て
は
、
委
員
会
中
心
主

義
を
と
り
、
議
案
の
精
査
を
行
っ
て
き
た
。
ま

し
て
や
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
お
い
て
は
、

議
長
を
除
く
全
議
員
で
審
査
を
行
い
、
付
す
べ

き
意
見
も
全
員
か
ら
聴
取
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
言
え
ば
、
今
回

の
決
議
は
委
員
会
軽
視
で
あ
り
、
た
だ
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
過
ぎ
な
い
。

         

　 

　
藤
岡
議
員

　
市
民
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
も
、
消
防

施
設
は
と
て
も
重
要
で
あ
る
。
多
く
の
市
民
に

影
響
を
与
え
る
重
要
施
設
で
あ
る
消
防
庁
舎
の

建
設
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
地
域
住
民
へ
の
丁

寧
な
事
業
説
明
、
そ
し
て
議
会
へ
の
進
捗
状
況

の
説
明
を
求
め
る
こ
と
は
、
議
会
の
機
能
、
役

割
、
そ
し
て
住
民
代
表
で
あ
る
議
会
の
意
思
と

し
て
当
然
で
あ
り
、
必
要
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
　
　
　 

　
横
光
議
員

　
附
帯
決
議
事
項
は
委
員
長
報
告
に
網
羅
さ
れ

て
い
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
う
え
で
、
附
帯

決
議
を
行
う
こ
と
は
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会

の
議
論
、
意
見
、
あ
る
い
は
委
員
長
、
副
委
員

長
で
ま
と
め
た
委
員
長
報
告
を
軽
ん
じ
る
行
為

で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

         

　   

　
新
田
議
員

　
消
防
議
会
、
三
次
市
議
会
で
の
審
議
が
不
十

分
で
あ
っ
た
ま
ま
議
決
さ
れ
た
こ
と
の
重
さ
を

反
省
し
て
い
る
。

　
今
回
、
附
帯
決
議（
案
）
が
提
出
さ
れ
た
こ
と

を
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

反

　対
賛

　成

　
討

　
　
論

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
予
算
審
議
　
～
補
正
予
算
～

　
定
例
会
で
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
審
査

付
託
と
な
り
ま
し
た
議
案
２
件
に
つ
い
て
、
６

月
2 8
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
審

査
と
結
果
を
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

【
付
託
議
案
】

　
議
案
第
71
号

　
令
和
５
年
度
三
次
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）（
案
）
ほ
か
１
議
案

【
審
査
結
果
】

　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お

り
可
決

　

【
議
案
に
対
す
る
指
摘
及
び
意
見
】

　
議
案
第
71
号
の
備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本

部
・
三
次
消
防
署
新
庁
舎
建
設
事
業
の
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
備
北
地
区
消
防
組
合
と
連
携
し

て
、
早
期
に
地
元
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
行
う
な

ど
、
円
滑
な
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
議

会
に
対
し
て
も
進
捗
に
応
じ
て
丁
寧
な
説
明
と

報
告
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
電
力
・
ガ
ス
・
食
品
等
価
格
高
騰
対
応
生
活

応
援
給
付
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
内
に
本
社
が

あ
る
三
次
藩
札
取
扱
い
加
盟
店
で
の
使
用
率
が

年
々
下
が
っ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
で
き
る
だ

け
地
元
企
業
で
使
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
を
今
後
検
討
さ
れ
た
い
。

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
や

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
（
大
学
生

等
世
帯
分
）
事
業
な
ど
現
金
を
給
付
す
る
事
業

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
活
用
を
検
討
さ
れ
た
い
。

　
過
年
災
害
農
地
復
旧
事
業
及
び
過
年
災
害
農

業
施
設
復
旧
事
業
に
お
い
て
は
、
今
後
、
受
益

者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
受
益
者
負
担
の

上
限
を
定
め
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
た
い
。

　
議
案
第
72
号
「
令
和
５
年
度
三
次
市
土
地
取

得
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）（
案
）
」
に

つ
い
て
は
、
公
共
用
地
先
行
取
得
に
当
た
っ
て

は
、
市
民
の
た
め
に
、
防
災
上
適
切
に
機
能
が

発
揮
で
き
る
よ
う
早
期
の
計
画
作
り
に
取
り
組

ま
れ
た
い
。

（
提
案
理
由
）

　
備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
・
三
次
消

防
署
新
庁
舎
の
移
転
先
に
つ
い
て
は
、
幹
線

道
路
ま
で
の
接
続
に
不
安
が
あ
る
こ
と
、
ま

た
現
在
地
と
道
路
事
情
・
交
通
事
情
が
異
な

る
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
意
見
が
多

く
出
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
備
北
地
区
消
防
組

合
と
綿
密
に
連
携
を
と
り
、
消
防
力
が
十
分

に
発
揮
さ
れ
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活

に
寄
与
す
る
よ
う
、
着
実
に
条
件
整
備
を
進

め
ら
れ
た
い
。

　
そ
し
て
、
予
算
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
地

域
住
民
へ
の
情
報
公
開
、
進
捗
状
況
に
応
じ

た
議
会
へ
の
説
明
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

反

　対
賛

　成

発
議
第
４
号

　
議
案
第
7 1
号

令
和
５
年
度
三
次
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）に
対
す
る
附
帯
決
議（
案
）
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

※可否同数であったため、 地方自治法第 116 条第１ 項の規定によ り 、 議長において可否を決し た。
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定
例
会
で
、
各
常
任
委
員
会
に
審
査
付
託

と
な
っ
た
議
案
等
に
つ
い
て
、
６
月
2 3
日
～

2 7
日
に
各
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

【
付
託
議
案
等
】

　
議
案
第
67
号

　
「
三
次
市
ハ
イ
ヅ
カ
湖
畔

の
森
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
（
案
）」
ほ
か
１
議
案

　
請
願
第
１
号

　「
公
共
財
と
し
て
の
種
子

を
保
全
・
活
用
す
る
た
め
の
施
策
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」

【
審
査
結
果
】

　
議
案

　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原

案
の
と
お
り
可
決

　
請
願

　
賛
成
多
数
を
も
っ
て
採
択

【
請
願
に
対
す
る
意
見
】

　
請
願
第
１
号
に
つ
い
て
、
不
採
択
と
す
べ

き
で
あ
る
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
内
容
と
し
て

は
、
広
島
県
農
業
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
廃
止
後
の

種
子
の
取
扱
い
と
し
て
、
広
島
県
議
会
に
お

い
て
、
国
立
研
究
開
発
法
人
農
業
・
食
品
産

業
技
術
総
合
研
究
機
構
へ
譲
渡
を
行
わ
な
い

種
子
に
つ
い
て
は
、
直
ち
に
す
べ
て
を
廃
棄

す
る
の
で
は
な
く
、
利
用
者
や
市
町
な
ど
関

係
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
有
効
な
活
用

方
法
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
と
答
弁
を
さ
れ
て
い
る
。

【
付
託
議
案
】

　
議
案
第
64
号

　「
三
次
市
支
所
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
案
）
」ほ
か
３
議
案

【
審
査
結
果
】

　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お

り
可
決

【
議
案
に
対
す
る
意
見
】

　
議
案
第
64
号
は
、
三
次
市
甲
奴
支
所
仮
庁

舎
に
来
庁
さ
れ
る
方
の
安
全
の
確
保
と
利
便

委

員

会

審

査

各
常
任
委
員
長
報
告

総
務
常
任
委
員
会

　   

６
月
2 6
日
開
催

産
業
建
設
常
任
委
員
会  
６
月
2 3
日
開
催

教
育
民
生
常
任
委
員
会    

６
月
2 7
日
開
催

各
委
員
長
報
告
の

全
文
は
こ
ち
ら
→

【
付
託
議
案
】

　
議
案
第
66
号

　「
三
次
市
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例（
案
）
」

【
審
査
結
果
】

　
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

　
広
島
県
が
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
を
廃
止
し
た
理

由
と
し
て
、
財
政
上
の
問
題
と
利
用
の
低
迷

が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
三
次
市
の
農
家
の
利

用
も
極
め
て
低
く
、
三
次
市
の
農
業
政
策
に

対
す
る
影
響
も
そ
う
大
き
く
な
い
と
感
じ

る
。廃
止
を
決
断
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
は
、

い
わ
ゆ
る
選
択
と
集
中
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
広
島
県
が
と
ら
れ
た
措
置
に
つ
い
て
も

十
分
理
解
で
き
る
。
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
次
に
、
採
択
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
述
べ

ら
れ
た
内
容
と
し
て
は
、
広
島
県
農
業
ジ
ー

ン
バ
ン
ク
が
保
有
す
る
１
万
８
，
０
０
０
点

以
上
の
種
子
は
、
県
民
に
と
っ
て
大
き
な
宝

で
あ
り
、
財
産
で
も
あ
る
。
今
後
、
起
こ
り
う

る
食
糧
難
へ
の
備
え
、
ま
た
作
物
を
改
良
し

て
い
く
う
え
で
も
、
こ
れ
か
ら
の
種
子
は
必

要
と
さ
れ
る
。請
願
者
の
説
明
で
も
、県
の
対

応
は
評
価
で
き
る
部
分
は
あ
る
が
十
分
で
は

 執行部から 説明を受ける
（ 議案第6 9 号市道路線の認定及び変更について）

な
い
旨
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は

理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
次
世
代
の
農
業

の
た
め
に
も
、
今
あ
る
種
子
を
し
っ
か
り
管

理
し
、守
っ
て
い
く
べ
き
だ
。と
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
本
請
願
は
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
採
択
と
決
し

ま
し
た
。

 執行部に質疑を行っ ている様子

性
へ
の
配
慮
、
三
次
消
防
署
甲
奴
出
張
所
に

か
か
る
車
両
の
動
線
の
確
保
に
は
特
に
留
意

願
い
た
い
。

　
議
案
第
68
号
「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
」は
、
応
札
機
会
拡
大
に
か
か
る
研
究

を
更
に
進
め
ら
れ
た
い
。

請願者から 説明を受ける様子
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ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
ゲ
ノ
ム
編
集
し
た
ト

マ
ト
苗
を
、
全
国
の
小
学
校
へ
配
布
す
る
計
画

を
さ
れ
て
い
る
。
ゲ
ノ
ム
編
集
は
遺
伝
子
を
壊

す
も
の
で
安
全
性
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
環

境
や
食
の
安
全
に
影
響
が
出
か
ね
な
い
。
ゲ
ノ

ム
編
集
ト
マ
ト
苗
を
受
け
取
る
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
移
転
候
補
地
の
高
平
は
現
在
地
よ
り
遠
く

な
り
、
中
原
踏
切
と
朝
夕
の
渋
滞
、
積
雪
時
の

対
策
等
、
不
安
の
声
が
あ
る
。
市
民
の
理
解
を

得
る
た
め
に
も
、
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
平
成
3 0
年
の
災
害
で
道
路

が
崩
落
し
て
い
る
。
ま
ず
は
地
盤
調
査
を
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
実
際
に
市
内
小
中
学
校
に
配
布
さ
れ
た
と

い
う
事
実
は
な
い
。
一
般
論
と
し
て
、
児
童
生

徒
の
安
全
を
守
る
観
点
か
ら
、
安
全
が
確
認

さ
れ
た
も
の
を
教
材
と
し
て
使
用
し
て
い

る
。

　
緊
急
車
両
の
走
行
時
間
へ
の
影
響
が
最

も
小
さ
い
候
補
地
と
し
て
選
定
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
今
後
も
丁
寧
な
説
明
を
行
っ
て

い
く
。
ま
た
今
後
進
め
ら
れ
る
基
本
設
計
・

実
施
設
計
の
検
討
の
中
で
、
必
要
な
調
査
を

実
施
し
て
い
く
。

ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
苗
は
受
け
取
る
べ

き
で
な
い
の
で
は

消
防
署
新
庁
舎
の
選
定
場
所
に
問
題
は

な
い
か

安
全
が
確
認
さ
れ
た
も
の
を
使
用
し
て

い
る

丁
寧
な
説
明
を
行
い
、
理
解
を
得
て

い
く

宮
脇
教
育
次
長

山
田
危
機
管
理
監

一般質問一覧

消防本部・ 三次消防署庁舎

質問1答弁1

質問2答弁 2

伊
い

藤
と う

芳
よ り

則
のり

日本共産党

動 画

令和５ 年６ 月定例会　 一般質問

　
大
き
な
変
更
は
、
今
利
用
さ
れ
て
い
る

方
の
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
た
め
、
慎
重
な
判
断
が
必
要
だ
が
、
今

後
も
利
用
し
や
す
い
運
行
の
改
善
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
市
街
地
循
環
バ
ス
「
く
る
る
ん
」
は
、
平

成
2 2
年
1 0
月
２
日
に
運
行
開
始
さ
れ
て
か
ら

1 4
年
が
経
過
し
た
。
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ

り
、
自
動
車
運
転
免
許
証
を
返
納
さ
れ
る
方

が
増
え
て
い
る
が
、
免
許
証
返
納
者
や
交
通

弱
者
の
実
情
に
応
じ
た
運
行
路
線
や
時
間
変

更
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
農
業
従
事
者
の
減
少
、
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
状
況
が
あ
り
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
今
後
、
小
規
模

農
業
や
家
族
農
業
へ
の
支
援
及
び
地
域
計

画
策
定
の
取
組
や
、
専
門
的
な
知
識
を
持
っ

た
職
員
が
Ｊ
Ａ
等
と
一
緒
に
農
家
の
経
営

等
を
後
押
し
す
る
人
材
の
育
成
が
で
き
な

い
か
。

　
農
業
の
専
門
知
識
を
有
す
る
県
Ｏ
Ｂ
を

農
業
技
術
普
及
専
門
員
と
し
て
雇
用
し
、

職
員
へ
の
指
導
・
助
言
を
通
じ
た
人
材
育

成
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
県
の
専
門
職
員

や
Ｊ
Ａ
の
指
導
員
等
と
連
携
し
て
農
家
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
伺
う

慎
重
に
判
断
を
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
く

関
係
機
関
と
連
携
し
て
支
援
を

行
っ
て
い
る

　

矢
野
地
域
振
興
部
長

中
廣
産
業
振
興
部
長

黒
く ろ

木
ぎ

靖
せい

治
じ

公 明 党

動 画

三次駅を出発する市街地循環バス「 く るるん」

質問1

答弁1質問2答弁 2

持
続
可
能
な
農
業
に
つ
い
て
伺
う
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三
次
中
央
通
り
商
店
街
の
街
路
灯
が
２
月
か

ら
消
え
て
い
る
。
市
内
各
地
の
商
店
街
に
お
い

て
も
、
店
舗
や
会
員
数
の
減
少
に
よ
り
維
持
管

理
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
設
置

基
準
に
よ
る
制
約
は
あ
る
が
、
防
犯
灯
と
し
て

役
割
を
置
き
換
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　「
第
９
回
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
女
子
野
球
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
Ｂ 

in 

三
次
」
が
、

三
次
き
ん
さ
い
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
る
。

６
か
国
の
代
表
チ
ー
ム
が
集
い
、
国
内
の
み
な

ら
ず
、
海
外
へ
も
「
三
次
」
を
発
信
す
る
チ
ャ
ン

ス
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
防
犯
灯
は
、
街
路
灯
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
公
道
等
の
不
特
定
多
数
が
通
行
す
る
場
所

を
照
ら
す
た
め
に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
現
状
と
し
て
は
設
置
い
た
だ
い
た
地
域
が

維
持
管
理
を
行
う
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
。

　
人
口
５
万
人
に
満
た
な
い
市
で
も
、
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
っ
た
よ
う
な
気
概
を
持
っ
て
も
ら

い
、
情
報
発
信
、
あ
る
い
は
参
加
チ
ー
ム
へ

の
も
て
な
し
な
ど
の
取
組
を
重
ね
な
が
ら
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

街
路
灯
の
管
理
状
況
は

 

開
催
に
向
け
て
機
運
醸
成
を

設
置
し
た
地
域
が
維
持
管
理
を
行
う

こ
と
が
原
則

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
機
運
醸
成
を

図
っ
て
い
き
た
い

山
田
危
機
管
理
監

福
岡
市
長

質問1答弁1

質問2答弁 2

藤
ふじ

井
い

憲
けん

一
いち

郎
ろ う

と も え

動 画

　
地
域
差
は
あ
る
と
思
う
が
、
常
会
が
解
散

し
て
い
る
状
況
に
対
し
て
、
ど
う
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。
様
々
な
団
体
等
が
解
散
し
て

街
の
あ
か
り
（
活
力
）
が
消
え
て
い
っ
て
い
る

と
感
じ
る
。
今
ま
さ
に
、
市
・
議
会
・
市
民

が
共
に
創
造
し
て
三
次
市
発
展
の
た
め
に
協

議
す
る
時
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
新
病
院
建
設
に
完
全
個
室
化
の
案
が
示
さ

れ
た
が
、
現
有
ス
タ
ッ
フ
の
数
で
運
営
で
き

る
の
か
。
ま
た
病
床
数
の
減
少
等
に
よ
る
病
院

経
営
に
不
安
を
感
じ
る
が
い
か
が
か
。
な
に
よ

り
入
院
患
者
の
入
院
費
の
個
室
利
用
負
担
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
人
的
・
財
政
的
支
援
、
国
や
県
の
補
助
制

度
の
紹
介
、
ま
た
各
地
域
の
資
源
の
利
活
用

な
ど
、
関
係
部
署
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
担
当
部
署
だ
け
で
解
決

で
き
な
い
課
題
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
全
体

で
連
携
を
取
っ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
完
全
個
室
型
に
よ
り
病
棟
数
を
増
や
す
場

合
に
は
、
現
有
ス
タ
ッ
フ
数
で
は
不
足
す
る

と
試
算
し
て
い
る
。
病
床
数
を
減
ら
す
と
収

入
も
減
少
す
る
こ
と
は
、
当
然
想
定
さ
れ
る

が
、
個
室
と
す
る
こ
と
で
病
床
利
用
率
が
上

が
り
入
院
収
益
の
増
に
つ
な
が
る
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
と
考
え
る
。

　
個
室
利
用
負
担
は
患
者
さ
ん
が
有
料
個
室

を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
に
は
発
生
し
な
い
。

「
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
組
方
法
は

市
立
三
次
中
央
病
院
完
全
個
室
化
に
よ

る
影
響
は

連
携
を
取
っ
て
対
応
し
て
い
き
た
い

経
営
的
な
視
点
も
重
要
視
す
る
必
要
が

あ
る

矢
野
地
域
振
興
部
長

片
岡
市
民
病
院
部
事
務
部
長

質問1

答弁1質問2答弁 2

小
お

田
だ

伸
し ん

次
じ

と も え

動 画

交通安全七夕まつり
（ 侍ジャ パン女子代表団一行・ 三次中央幼稚園園児）

あかり の消えた商店街
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で
き
る
だ
け
早
い
時
期
か
ら
一
人
一
人

の
強
み
や
個
性
を
生
か
せ
る
進
路
情
報
を

提
供
す
る
、
ま
た
実
際
に
学
校
を
見
学
し
、

卒
業
後
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
ら
せ
る
な
ど
、
保

護
者
と
も
連
携
し
な
が
ら
意
欲
に
つ
な
い

で
い
く
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　
三
次
市
に
お
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
の
人

数
は
、
令
和
元
年
度
6 8
人
か
ら
令
和
４
年
度

１
０
６
人
へ
と
約
１･

５
倍
に
増
加
し
た
。
中

で
も
、
進
学
な
ど
を
控
え
た
、
中
学
２
・
３
年

生
の
割
合
が
高
い
。
進
路
確
保
に
つ
い
て
、
進

学
を
控
え
た
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
取
組
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　
新
し
い
三
次
中
央
病
院
の
一
般
病
棟
の
完
全

個
室
化
は
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
同
時

に
、
個
室
ゆ
え
の
患
者
や
職
員
へ
の
安
全
性
の

確
保
な
ど
が
課
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
三
次

市
と
し
て
、
完
全
個
室
化
へ
の
課
題
へ
の
取
組

に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　
看
護
動
線
が
長
く
な
り
、
患
者
ケ
ア
に
か

か
る
看
護
師
負
担
が
増
加
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
た
め
、
看
護
師
の
人
員
確
保
が
重
要

課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
職
員
の
働
き

や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
今
後
の
人

材
の
確
保
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
進
路
確
保
の
指
導

対
応
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か

意
欲
に
つ
な
い
で
い
く
取
組
を
進
め
て

い
る

課
題
や
改
善
策
を
情
報
共
有
し
、
基
本

計
画
へ
つ
な
げ
て
い
く

迫
田
教
育
長

片
岡
市
民
病
院
部
事
務
部
長

藤
ふじ

岡
おか

一
かず

弘
ひろ

明日への風

動 画

　
本
市
で
も
年
々
空
き
家
が
増
加
し
て
お
り
、

現
在
５
戸
に
１
戸
が
空
き
家
と
い
う
現
状
が
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
組
織
等
で
も
集
落
支
援

員
を
中
心
に
、
空
き
家
対
策
に
精
力
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
が
、
増
加
す
る
空
き
家
対
策
に

対
し
て
「
予
防
」「
活
用
」
の
観
点
で
、
本
市

と
し
て
の
こ
れ
か
ら
の
取
組
を
伺
う
。

　
９
月
か
ら
供
用
開
始
の
三
次
市
新
学
校
給
食

調
理
場
は
、「
三
次
市
の
子
ど
も
た
ち
に
、
三
次

産
の
農
作
物
を
取
り
入
れ
た
安
心
安
全
な
給
食

を
提
供
す
る
」
と
い
う
基
本
理
念
で
出
荷
者
連

絡
協
議
会
を
結
成
し
、
川
地
・
田
幸
調
理
場
の

思
い
を
引
き
継
ご
う
と
さ
れ
て
い
る
が
、
地
産

地
消
率
を
上
げ
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
な
取
組
を
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

　
空
き
家
の
発
生
予
防
対
策
と
し
て
、
講
演

会
等
の
開
催
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、

管
理
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る
取
組
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
活
用
対
策
と
し
て
は
、「
三
次

市
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」
の
充
実
を
図
っ
て

い
る
。
今
後
も
空
き
家
の
状
態
に
応
じ
た
段

階
的
な
対
策
を
行
っ
て
い
く
。

　
地
産
地
消
を
推
進
す
る
た
め
の
指
標
と
し

て
、
国
の
食
育
推
進
基
本
計
画
や
広
島
県
地

産
地
消
促
進
計
画
な
ど
の
地
産
地
消
の
目
標

数
値
を
用
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
る
。

　
目
標
値
を
設
定
す
る
た
め
の
基
準
年
を
ど

こ
に
す
る
の
か
検
討
し
た
上
で
、
地
元
産
農

産
物
の
活
用
率
を
増
や
す
た
め
の
目
標
値
を

設
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

増
加
す
る
空
き
家
へ
の
対
策
と
活
用
は

新
学
校
給
食
調
理
場
の
地
産
地
消
の

取
組
を

今
後
も
空
き
家
の
状
態
に
応
じ
た

対
策
を
行
っ
て
い
く

活
用
率
を
増
や
す
た
め
の
目
標
値
を

設
定
し
て
い
き
た
い

加
藤
建
設
部
長

宮
脇
教
育
次
長

市立三次中央病院

質問1答弁1

質問2答弁 2

質問1答弁1

質問2答弁 2

建設中の三次市新学校給食調理場
（ 6 月現在）

市
立
三
次
中
央
病
院
の
一
般
病
棟
の
完

全
個
室
化
へ
の
課
題
と
そ
の
取
組
は

徳
と く

岡
おか

真
ま

紀
き

明日への風

動 画
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第
２
期
広
島
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
の
策
定

に
向
け
た
実
態
調
査
で
は
、
個
人
や
１
つ
の
世

帯
に
複
合
的
な
課
題
が
存
在
す
る
調
査
結
果
が

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
実
態
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
庁
舎
内
の
連
携
や
庁
舎
外
の
様
々
な
関

係
者
と
の
連
携
が
必
要
と
思
う
が
本
市
の
考
え

を
伺
う
。

　
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
、
全
国
的
に
人

口
減
少
社
会
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
自
治
体
運

営
を
行
っ
て
い
く
の
か
が
争
点
に
な
っ
た
と
感

じ
る
。
本
市
の
場
合
、
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

取
組
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
プ
ラ
ン
を
含
め
た
相
対
的
な
考
え
方
に
つ

い
て
伺
う
。

　
市
で
は
福
祉
・
保
健
・
医
療
な
ど
の
各
担

当
部
署
に
お
い
て
抱
え
る
課
題
に
よ
っ
て
は

ケ
ー
ス
会
議
等
を
開
催
し
、
情
報
共
有
及
び

連
携
を
図
り
対
応
し
て
い
る
。
今
後
も
庁
内

連
携
を
図
り
、
地
域
で
の
つ
な
が
り
、
支
え
合

い
を
基
本
に
、
地
域
・
行
政
・
関
係
機
関
で

情
報
共
有
を
行
い
、
必
要
な
支
援
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　
ロ
ー
カ
ル
の
強
み
を
生
か
し
た
取
組
、
地

域
資
源
の
活
用
を
最
大
化
さ
せ
る
、
こ
う

い
っ
た
取
組
が
今
後
、
重
要
性
を
増
し
て
く

る
と
思
う
。
地
方
の
特
色
を
出
し
な
が
ら
、
子

ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
に
な
る
よ

う
、
引
き
続
き
特
徴
あ
る
事
業
を
展
開
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

う
え
で
、
包
括
的
な
支
援
体
制
を
ど
う

考
え
る
の
か

本
市
の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
の
考

え
は

必
要
な
支
援
に
努
め
て
い
き
た
い

引
き
続
き
特
徴
あ
る
事
業
を
展
開
し
て

い
く

立
花
福
祉
保
健
部
長

福
岡
市
長

　
総
合
計
画
は
「
三
次
市
ま
ち
・
ゆ
め
基
本
条

例
」
に
定
め
る
、ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
、

1 0
年
間
の
計
画
と
し
て
示
す
も
の
で
あ
る
。
次

期
計
画
に
お
い
て
、
め
ざ
す
ま
ち
の
姿
、
重
点

項
目
、
取
組
の
柱
な
ど
、
市
長
と
し
て
ど
の
よ

う
な
点
を
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
県
内
で
も
廿
日
市
市
や
尾
道
市
で
下
水
道
接

続
促
進
の
た
め
の
補
助
を
し
て
い
る
。
本
市
も

接
続
工
事
へ
の
補
助
、
あ
る
い
は
受
益
者
負
担

金
・
料
金
の
減
免
、
例
え
ば
数
か
月
分
無
料
に

す
る
な
ど
の
考
え
は
な
い
か
。
整
備
が
他
の
地

域
よ
り
後
年
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
余
分

な
費
用
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
へ
の
救
済
と
し

て
補
助
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

　
次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

ま
ち
・
ゆ
め
基
本
条
例
に
定
め
る
、
ま
ち
づ
く

り
の
理
念
や
基
本
原
則
、
目
標
、
行
政
の
最
大

の
使
命
で
あ
る
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

こ
と
を
基
軸
と
し
、
ロ
ー
カ
ル
の
強
み
を
生

か
し
、
地
方
創
生
に
つ
な
が
る
取
組
を
盛
り

込
み
な
が
ら
、
三
次
の
元
気
づ
く
り
に
つ
な

が
る
計
画
に
し
て
い
き
た
い
。

　
補
助
に
つ
い
て
は
、
接
続
済
み
の
方
と
の

公
平
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
ず
は
普
及
促
進
に
お
い
て
、
下
水

道
の
役
割
や
接
続
へ
の
メ
リ
ッ
ト
等
を
し
っ

か
り
周
知
し
て
い
く
と
と
も
に
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
組
を

進
め
て
い
く
。

第
３
次
三
次
市
総
合
計
画
策
定
に
向
け

て
の
考
え
は

下
水
道
接
続
の
た
め
の
補
助
を

三
次
の
元
気
づ
く
り
に
つ
な
が
る
計
画

に
し
て
い
き
た
い

公
平
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
難
し
い
と

考
え
る

福
岡
市
長

加
藤
建
設
部
長

増
ます

田
だ

誠
と も

宏
ひろ

明日への風

動 画

質問1

答弁1質問2答弁 2

質問1答弁1

質問2答弁 2

掛
かけ

田
だ

勝
かつ

彦
ひこ

明日への風

動 画

粟屋町水質管理センタ ー

令和 5 年 4 月から 組織統合し た三次市社会福祉協議会
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旧伊賀和志駅近く の猿

　
本
市
の
地
域
公
共
交
通
に
危
機
を
感
じ
る
。

他
市
で
は
行
政
・
民
間
事
業
者
・
市
民
が
協

働
で
利
便
性
の
良
い
運
行
が
実
現
し
て
い
る

こ
と
を
研
究
さ
れ
た
い
。
専
門
部
署
を
設
け
、

市
全
域
の
運
行
を
見
直
し
、
持
続
可
能
な
公

共
交
通
網
を
早
期
に
構
築
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

　
学
区
自
由
化
、小
中
一
貫
教
育
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
等
、
課
題
を
持
ち
つ
つ
新
規
事
業

が
加
わ
っ
て
い
く
。
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の

　
本
市
と
し
て
は
、
公
共
交
通
空
白
地
解
消

の
た
め
、
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
事
業
の
啓
発
に

継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
全
国
的
な

取
組
事
例
も
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

　
制
度
が
児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
有
効
に
機

能
し
て
い
る
か
を
常
に
検
証
す
る
こ
と
は
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
不
登
校
に
な
っ
て
い
る
児
童
・
生
徒
に
は

一
人
一
人
、
丁
寧
に
状
況
を
把
握
し
、
多
く
の

関
係
者
を
巻
き
込
ん
で
対
応
し
た
い
。

　
学
力
到
達
度
検
査
は
、
基
礎
的
な
知
識
、
活

用
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て

お
り
、
児
童
・
生
徒
の
到
達
状
況
や
定
着
状

況
ま
た
、
つ
ま
ず
き
の
状
況
を
把
握
し
、
改
善

に
つ
な
げ
て
い
る
。

公
共
交
通
空
白
地
帯
解
消
の
た
め
早
急

な
取
組
を

子
ど
も
た
ち
の
輝
く
未
来
を
育
む

三
次
の
教
育
と
は

全
国
的
な
取
組
事
例
も
研
究
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い

児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て
生
き
生
き
と

学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
取
り
組
む

矢
野
地
域
振
興
部
長

迫
田
教
育
長

　
作
木
町
内
の
江
の
川
流
域
に
は
野
生
サ
ル
が

住
み
着
き
、
流
域
の
農
家
の
野
菜
や
果
物
等
へ

の
食
害
が
出
て
い
る
。
野
生
サ
ル
に
よ
る
被
害

情
報
を
調
査
し
て
被
害
額
を
整
理
し
て
も
ら
い

た
い
。
ま
た
、
農
作
物
の
被
害
を
防
止
す
る
た

め
の
情
報
と
捕
獲
に
向
け
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
っ
た

シ
ス
テ
ム
の
取
組
が
で
き
な
い
か
。

　
ア
グ
リ
パ
ー
ク
整
備
事
業
が
今
年
度
改
め

て
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
平
成
2 9

年
度
に
策
定
さ
れ
た
（
仮
称
）
み
よ
し
ア
グ

リ
パ
ー
ク
整
備
基
本
構
想
当
初
の
構
想
に
基

づ
い
た
事
業
と
考
え
る
。
当
初
の
事
業
計
画

と
考
え
方
が
変
わ
っ
た
点
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。
ま
た
、
ア
グ
リ
パ
ー
ク
事
業
は
本
市

に
お
け
る
新
規
就
農
者
、
農
業
者
の
拠
り
所

に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
市
の
考

え
は
。

　
被
害
状
況
等
の
把
握
に
つ
い
て
は
、
支
所

や
駆
除
班
と
協
議
を
し
て
検
討
し
て
い
き
た

　
社
会
経
済
情
勢
等
の
動
向
を
踏
ま
え
、
育

成
牧
場
、
花
生
産
団
地
、
展
望
台
の
整
備
に
つ

い
て
は
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

　
農
産
物
の
さ
ら
な
る
販
売
力
の
強
化
、
担

い
手
の
育
成
に
つ
な
げ
て
い
く
と
と
も
に
、

農
業
を
起
点
と
し
た
新
た
な
価
値
を
創
出
・

拡
大
す
る
こ
と
で
、
生
産
者
・
販
売
者
・
消

費
者
の
交
流
の
拠
点
と
し
て
既
存
近
隣
施
設

と
連
携
し
、
進
め
て
い
き
た
い
。

野
生
猿
の
生
態
調
査
と
被
害
対
策
は

ア
グ
リ
パ
ー
ク
整
備
事
業
の
新
旧

構
想
の
変
更
点
は

効
果
的
な
鳥
獣
被
害
対
策
を
推
進
し
て

い
く

社
会
経
済
情
勢
等
の
動
向
を
踏
ま
え

計
画
の
見
直
し
を
行
っ
た

中
廣
産
業
振
興
部
長

中
廣
産
業
振
興
部
長

質問1答弁1質問2

答弁 2

質問1答弁1

質問2答弁 2

鈴
すず

木
き

深
み

由
ゆ

希
き

真 正 会

動 画

齊
さ い

木
き

　 亨
と おる

動 画

真 正 会

令和4（ 2 0 2 2 ）年３ 月三次市教育委員会

早
期
対
応
、長
期
化
し
な
い
対
策
は
。ま
た
学
力

到
達
度
検
査
、
結
果
に
こ
だ
わ
る
指
導
が
行
わ

れ
て
い
な
い
か
。
個
々
の
成
長
を
見
守
り
、他
者

と
比
較
し
な
い
指
導
が
必
要
で
は
。

い
。
ま
た
、
捕
獲
し
た
野
生
猿
へ
の
首
輪
型
Ｇ

Ｐ
Ｓ
発
信
機
の
取
り
付
け
に
よ
る
行
動
実
態

の
把
握
等
に
つ
い
て
は
、
他
市
町
の
事
例
調

査
や
専
門
家
の
意
見
を
伺
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
集
落
ぐ
る
み
で
の
サ
ル
被
害
対
策
な
ど
、

専
門
家
や
駆
除
班
等
と
連
携
し
、
効
果
的
な

対
策
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
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三
次
市
教
育
大
綱
・
教
育
振
興
計
画
が
策
定

さ
れ
る
。
策
定
に
あ
た
り
、
三
次
市
の
独
自
の

教
育
課
題
を
ど
う
と
ら
え
る
か
。
市
長
所
信
表

明
の
「
共
創
の
人
づ
く
り
」
を
市
の
大
綱
や
計

画
に
ど
う
盛
り
込
ん
で
い
く
の
か
。

　
本
年
は
小
学
校
の
教
科
書
採
択
が
行
わ
れ

る
。公
平
性
・
透
明
性
が
必
要
で
あ
る
。そ
の
た

め
の
手
続
き
や
情
報
公
開
を
ど
う
進
め
て
い
く

か
。
採
択
の
権
限
を
持
つ
教
育
委
員
会
会
議
を

公
開
す
べ
き
と
考
え
る
。
教
育
委
員
会
の
見
解

を
伺
う
。

　
教
育
大
綱
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
、
文
化

振
興
に
関
す
る
課
題
や
方
向
性
を
共
有
し
、

総
合
的
な
施
策
の
目
標
や
根
本
を
示
す
方
針

と
な
る
よ
う
、
教
育
委
員
会
が
策
定
す
る
教

育
振
興
基
本
計
画
と
の
一
体
的
な
策
定
に
取

り
組
み
、
こ
れ
ら
の
取
組
に
つ
い
て
も
盛
り

込
ん
で
い
く
。

　
公
平
性
や
透
明
性
に
疑
念
が
生
じ
な
い
よ

う
、
適
正
な
採
択
事
務
や
手
続
き
を
進
め
て

い
る
。
採
択
を
行
う
教
育
委
員
会
会
議
に
つ

い
て
は
、
公
開
す
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
、
協

議
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

「
み
よ
し
ら
し
さ
」
に
よ
る
教
育
振
興
を

公
平
で
透
明
な
教
科
書
採
択
を

教
育
振
興
基
本
計
画
と
の
一
体
的
な

策
定
に
取
り
組
む

適
正
な
採
択
事
務
を
進
め
て
い
る

福
岡
市
長

迫
田
教
育
長

　
こ
の
度
、
排
水
ポ
ン
プ
と
燃
料
タ
ン
ク
の
増

設
が
実
施
さ
れ
、
５
機
の
ポ
ン
プ
が
2 4
時
間
稼

動
可
能
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
燃
料
切
れ
の

心
配
が
あ
る
。
そ
の
場
合
の
燃
料
補
給
の
対
策

は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
追
加
の
燃
料
が
必
要
と
な
る
よ
う
な
場
合

は
、
随
時
、
供
給
し
て
も
ら
え
る
よ
う
市
内
の

石
油
業
者
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
水
位
が
上
昇
し
、
橋
が
渡
れ
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
道
路
状
況
を
把
握
し
た
う

え
で
適
切
な
ル
ー
ト
で
燃
料
の
供
給
を
し
て

い
く
よ
う
考
え
て
い
る
。

馬
洗
川
右
岸
（
畠
敷
・
願
万
地
地
区
）

に
お
け
る
内
水
対
策
事
業
に
よ
る
見
込

ま
れ
る
効
果
は

随
時
供
給
し
て
も
ら
え
る
よ
う
備
え
て

い
る

山
田
危
機
管
理
監

教科書見本

質問1答弁1

質問2答弁 2

質問1答弁1

新
にっ

田
た

真
し ん

一
いち

会 派  未 来

動 画

山
やま

田
だ

真
し ん

一
いち

郎
ろ う

清 友 会

動 画

　
文
部
科
学
省
は
休
日
の
部
活
動
を
民
間
に
委

ね
、
全
て
の
部
活
動
を
対
象
と
し
て
将
来
的
に

は
平
日
も
移
行
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。
こ
れ

は
学
校
が
部
活
動
の
指
導
を
し
な
く
な
る
と
聞

こ
え
る
が
、
地
域
移
行
後
に
学
校
は
部
活
動
に

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
は
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か

質問2　
部
活
動
と
い
う
も
の
は
教
育
課
程
外
で
あ

る
が
、
生
徒
た
ち
の
自
主
的
な
活
動
と
い
う

と
こ
ろ
で
教
員
が
献
身
的
に
関
わ
っ
て
い

る
。
学
校
か
ら
す
ぐ
切
り
離
す
と
い
う
こ
と

が
今
で
き
る
か
と
い
う
と
、
難
し
い
状
況
で

あ
る
の
で
、
引
き
続
き
検
討
委
員
会
等
で
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

引
き
続
き
検
討
委
員
会
等
で
協
議
を

進
め
て
い
く

迫
田
教
育
長

答弁 2

部活動の様子
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市
長
が
２
期
目
出
馬
前
に
作
成
さ
れ
た
公

約
の
中
に
、
共
創
の
市
役
所
づ
く
り
の
項
目

が
あ
り
、
市
役
所
の
Ｄ
Ｘ
や
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
り
効
率
化
を
進
め
、
市
民
と
の
対
話
の
時

間
を
生
み
出
す
と
掲
げ
て
い
る
が
、
具
体
的

な
考
え
を
伺
う
。

　
今
年
１
月
1 0
日
に
、
本
市
で
は
初
め
て
と
な

る
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
養
鶏
場
で

確
認
さ
れ
、
殺
処
分
数
は
約
8 3
万
５
千
羽
に
の

ぼ
り
、す
べ
て
埋
却
さ
れ
た
。４
月
1 1
日
に
す
べ

て
の
作
業
等
が
完
了
し
た
が
、
埋
却
後
の
市
民

へ
の
対
応
状
況
を
伺
う
。

　
市
民
と
の
共
創
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

市
が
し
っ
か
り
市
民
と
対
話
を
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。
そ
の
時
間
を
つ
く
り
出
す

た
め
に
、
市
職
員
の
業
務
効
率
化
を
進
め
て
い

く
と
と
も
に
、
意
見
交
換
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
等
も
活
用
し
て
い

く
こ
と
で
対
話
の
機
会
を
増
や
し
、
共
創
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
防
疫
措
置
完
了
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
県

の
主
催
に
よ
り
地
元
住
民
へ
説
明
を
行
っ
た
。

水
質
検
査
は
環
境
保
全
協
定
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
、
事
業
者
が
毎
年
、
水
質
検
査
を
実
施
し
、
定

期
的
に
行
わ
れ
る
地
元
住
民
と
の
公
害
防
止
に

係
る
会
議
等
で
報
告
を
行
う
。

市
長
が
め
ざ
す
共
創
の
市
役
所
づ
く
り

と
は

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
埋
却

後
の
対
応
状
況
は

Ｄ
Ｘ
本
部
を
中
心
に
研
究
を
重
ね
て
い

き
た
い

関
係
機
関
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
る

東
山
情
報
政
策
監

中
廣
産
業
振
興
部
長

　
文
部
科
学
省
は
「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い

学
び
の
保
障
に
向
け
た
不
登
校
対
策
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ｏ
Ｒ
Ｏ
プ
ラ
ン
）」
を
３
月
に
示
し
た
。「
不
登

校
の
児
童
生
徒
全
て
の
学
び
を
確
保
す
る
」「
心

の
小
さ
な
変
化
を
見
逃
さ
な
い
」
「
学
校
の
見

え
る
化
を
通
じ
て
学
校
を
み
ん
な
が
安
心
し
て

学
べ
る
所
に
す
る
」
の
３
つ
で
あ
る
。
本
市
は

こ
れ
を
受
け
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。
ま
た
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
の
連
携
は
図

ら
れ
て
い
る
の
か
。
市
長
の
政
策
集
に
は「
（
仮

称
）
不
登
校
特
例
校
」
を
設
置
す
る
と
あ
る
が
、

い
つ
ま
で
に
設
置
さ
れ
る
の
か
。

　
令
和
３
年
８
月
の
災
害
だ
が
、
工
事
の
動
き

が
見
え
な
い
。
今
後
の
予
定
は
。

　
市
内
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導

入
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
活
用
も
含
め
て
、
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
と
い
う
学
び
、
居
場
所

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
に
つ

い
て
も
、
学
習
状
況
等
を
共
有
し
、
教
職
員
と

連
携
し
て
一
人
一
人
の
学
び
の
場
に
つ
な
げ

て
い
る
。

　
こ
の
地
区
は
県
の
地
す
べ
り
防
止
区
域

に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
の
北
部

農
林
水
産
事
務
所
と
対
策
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
、
県
営
の
地
す
べ
り
対
策
と
し
て
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
年
度
、

８
月
に
工
事
発
注
を
予
定
さ
れ
て
お
り
、
施

工
業
者
が
決
定
後
、
地
元
説
明
を
行
い
、
秋

頃
か
ら
工
事
に
着
手
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

本
市
の
不
登
校
支
援
は

布
野
町
二
井
殿
の
地
す
べ
り
対
策
の

現
状
は

　

情
報
共
有
・
連
携
を
図
っ
て
い
る

今
年
度
中
に
工
事
に
着
手
予
定

迫
田
教
育
長

中
廣
産
業
振
興
部
長

質問1

答弁1質問2答弁 2

答弁1

質問2答弁 2

質問1

保
やす

実
ざね

　 治
おさ む

清 友 会

動 画

重
し げ

信
のぶ

好
よ し

範
のり

清 友 会

動 画

市役所本庁舎

災害状況
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　 5 月 24 日（ 水）、 三良坂町のみら さ か福祉セン タ ーにおいて出前講座を おこ ない、

プラ チナク ラ ブ会員の皆さ んなど 21 名の方にご 参加いた だき ま し た。 出前講座と

は、活力ある 地域社会づく り の一環と し て、市職員等が皆さ んの勉強会など へ出向き 、

専門知識を 活かし た講座を さ せていただく も のです。

　 当日は広報広聴常任委員会の５ 名の委員が訪問し 、 市議会の仕事や仕組みについ

て、 お話し を さ せていただいた後、 意見交換会を おこ ないま し た。 主に地域交通や

企業誘致、 みら さ か福祉セン タ ーの活用について意見が交わさ れ、 ざ っ く ばら んな

意見交換会と なり ま し た。

　 三次市議会では、「 出張型意見交換会」 を 随時受け付けており ま す。 希望さ れる 団

体は議会事務局（ 62-6179） ま でお問い合わせく ださ い。

「 全国市議会議長会」 及び「 中国市議会議長会」 表彰

令和５ 年６ 月３ ０ 日（ 金） 本会議終了後、

議長室で表彰伝達式を行いま し た。

令和５ 年度の表彰者は表のと おり です。

全国市議会議長会　（ 基準月─令和５ 年４ 月）

特別表彰 ２ ０ 年以上（ 議員） 小田　 伸次

一般表彰 １ ５ 年以上（ 議員）
新家　 良和

杉原　 利明

中国市議会議長会　（ 基準月─令和５ 年５ 月）

普通表彰 ３ 年以上（ 正副議長） 山村惠美子

特別表彰

２ ８ 年以上（ 議員） 竹原　 孝剛

２ ４ 年以上（ 議員） 大森　 俊和

２ ０ 年以上（ 議員） 小田　 伸次

　
定
例
会
で
の
審
議
等
の
総
括
、
議
会
活
動
等
を
広
く
市
民
の
皆
様
に
お
伝
え

す
る
た
め
、
定
例
会
最
終
日
に
議
長
の
定
例
記
者
会
見
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
発
表
事
項
】

１
　
令
和
５
年
６
月
定
例
会
の
総
括

　
　
⑴

　
補
正
予
算
審
査
に
つ
い
て

２
　
そ
の
他

　
　
⑴

　
令
和
４
年
度
政
務
活
動
費
収
支
報
告
に
つ
い
て

議
長
の
定
例
会
見
を
実
施
し
ま
し
た

「 みよ し  なる ほど！出前講座」

意見交換会の様子

出前講座を終え、 ほっ と 一息。 茶話会の様子。
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教育民生常任委員会

議会運営委員会、 全員協議会

令和５ 年第２ 回臨時会、 予算決算常任委員会、

教育民生常任委員会

　 　 　 予算決算常任委員会

議会運営委員会、 本会議、 議会運営委員会、

総務常任委員会、 産業建設常任委員会

広報広聴常任委員会

出前講座（ 三良坂町）

議会運営委員会

1 日

9 日

1 2 日

1 8 日

2 2 日

2 4 日

3 0 日

議会のう ご き

5 月

2 0 2 3（ 令和5 ）年5 月1 日～7 月3 1 日

行政視察受入状況
 5 月1 9 日　 鳥取県琴浦町議会（ まちづく り センタ ー化への取組について）

 7 月2 0 日　 広島県竹原市議会（ 行政評価システムについて）

　 　 2 6 日　 静岡県磐田市議会（ 内水対策事業について）

　 　 2 7 日　 三重県名張市議会（ かわまちづく り について）

1 5 日～1 7 日

教育民生常任委員会

議会運営委員会、 全員協議会

議会運営委員会

産業建設常任委員会

議会運営委員会

６ 月定例会本会議、 広報広聴常任委員会

　 　 　 ６ 月定例会本会議（ 一般質問）

3 常任委員会議案の調査研究

産業建設常任委員会

総務常任委員会

議会運営委員会、 教育民生常任委員会

予算決算常任委員会

議会運営委員会、 ６ 月定例会本会議、

議会運営委員会、 全員協議会

1 日

5 日

1 2 日

1 3 日

1 5 日

1 6 日

2 2 日

2 3 日

2 6 日

2 7 日

2 8 日

3 0 日

6 月

1 9 日～2 1 日

議会運営委員会

教育民生常任委員会

市立三次中央病院建替等調査特別委員会

　 　 　 市立三次中央病院建替等調査特別委員会行政視察

広報広聴常任委員会、 教育民生常任委員会

　 　 　 教育民生常任委員会・ 産業建設常任委員会行政視察

会派代表者会議

広報広聴常任委員会

市議会ト ピッ ク ス（ 正副議長）　

　 　 　 総務常任委員会行政視察

3 日

4 日

1 0 日

1 8 日

2 4 日

2 5 日

2 6 日

7 月

各会派の政務活動報告
本市では、「 三次市議会政務活動費の交付に関する 条例」 によ り 、 議員の調査研究その他の活動に資する ため必要な経

費の一部と し て、 議員１ 人当たり 月額 3 0 ,0 0 0 円を会派（ 所属議員が１ 人の場合も 含む。） に対し て交付し ています。

令和４ 年度支出状況（ 議員数： 24人）　【 令和4年４ 月～令和5年３ 月分】 （ 単位： 円）

政務活動費

※すべての費目について、 支出を 証明する 領収書等が添

付さ れていま す。

調 査 研 究 費

研 修 費

広 報 費

広 聴 費

要請・ 陳情活動費

会 議 費

資 料 作 成 費

資 料 購 入 費

人 件 費

事 務 所 費

…市の事務、 地方行財政等に関する調査研

究及び調査委託に関する 経費

…研修会を開催するために必要な経費及び

団体等が開催する研修会の参加に要する

経費

…活動及び市政について市民に報告するた

めに要する経費

…市民から の市政及び会派の活動に対する

要望、 意見の聴取、 相談等の活動に要す

る 経費

…要請・ 陳情活動を行う ために必要な経費

…各種会議に要する 経費及び団体等が開催

する意見交換会等各種会議への会派と し

ての参加に要する経費

…資料の作成に要する 経費

…必要な図書、 資料等の購入に要する 経費

…活動を 補助する 職員を 雇用する 経費

…必要な 事務所の設置及び管理に要する

経費

会　 派 と も え
（ 5 人）

清友会
（ 5 人）

真正会
（ 4 人）

明日への風
（ 4 人）

会派 未来
（ 3 人）

公明党
（ 2 人）

日本共産党

三次市会議員団
（ 1人）

交付額 1 ,8 0 0 ,0 0 0 1 ,8 0 0 ,0 0 0 1 ,4 4 0 ,0 0 0 1 ,4 4 0 ,0 0 0 1 ,0 8 0 ,0 0 0 7 2 0 ,0 0 0 3 6 0 ,0 0 0

執行額　 計 1 ,3 7 3 ,2 9 2 1 ,9 7 0 ,4 4 2 1 ,3 1 7 ,8 2 1 1 ,4 9 0 ,9 9 7 9 7 8 ,6 4 0 7 0 5 ,1 7 4 1 7 9 ,8 7 3

内

訳

調 査 研 究 費 5 1 9 ,3 7 8 7 1 9 ,6 7 5 2 5 0 ,9 5 3 6 7 4 ,8 0 2 3 8 6 ,4 4 5 1 7 4 ,8 7 5 2 4 ,0 0 0

研 修 費 0 4 8 2 ,6 7 8 1 7 3 ,3 8 6 4 6 0 ,0 6 0 0 1 2 8 ,3 1 8 0

広 報 費 1 0 ,9 7 0 0 2 4 0 ,4 2 2 7 3 ,7 2 3 1 4 ,8 3 9 0 0

広 聴 費 1 1 ,2 2 0 2 3 ,6 6 1 1 5 ,1 9 2 1 1 ,2 2 0 2 2 ,4 4 0 0 0

要 請 ・
陳 情 活 動 費

6 6 5 ,2 1 8 3 7 4 ,6 7 5 3 4 4 ,6 1 8 0 1 6 0 ,3 3 1 2 1 3 ,9 3 8 0

会 議 費 5 7 ,0 0 0 2 5 ,2 0 0 4 3 ,3 0 0 2 ,0 0 0 5 2 ,8 2 9 0 0

資 料 作 成 費 0 2 2 ,0 0 4 8 0 0 0 0 4 7 0 0

資 料 購 入 費 9 6 ,7 4 3 2 2 5 ,3 7 7 1 8 1 ,5 9 9 2 4 3 ,2 6 2 1 6 0 ,8 2 9 1 5 8 ,0 1 6 3 1 ,4 7 6

人 件 費 0 0 0 0 0 0 0

事 務 所 費 1 2 ,7 6 3 9 7 ,1 7 2 6 7 ,5 5 1 2 5 ,9 3 0 1 8 0 ,9 2 7 2 9 ,5 5 7 1 2 4 ,3 9 7

差引返還額 4 2 6 ,7 0 8 △ 1 7 0 ,4 4 2 1 2 2 ,1 7 9 △ 5 0 ,9 9 7 1 0 1 ,3 6 0 1 4 ,8 2 6 1 8 0 ,1 2 7

使 途 基 準

※三次市のホームページから 各議員の支出

状況が閲覧でき ま す。

1 1 日～1 2 日

1 9 日～2 1 日

2 6 日～2 8 日
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　「 さ ぎ のこ さ ん 」

と 地元で は親し ま

れている 鷺神社。

　 昔、 備後の国に

疫 病 が 流 行 し た

折、 6 7 5 年に 稲背脛命（ イ ナ

セハギノ ミ コ ト ） を 祀り 、 疫病を 治めたと いわれ

る 1 3 0 0 年以上の歴史を 持つと いわれる 神社で

す。 元旦に御神水のでき ばえから 新年の吉凶を占

う 「 世
よ

量
はか

り 神事」 で有名ですが、 近年は女性神職

さ んを中心に「 風鈴まつり 」 や「 さ ぎのこ さ んご

縁市」 など、 様々な取組で神社と 人々のご縁をつ

ないでいら っ し ゃ います。 　 　 　 　（ 徳岡真紀）

7 8

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
8
月
1 0
日
発
行

９ 月１ 日（ 金）に開会する予定です。次回の定例会は

　 市長が 2 期目に就任し た際の所信表明の中で、 浸水区域内に立地

し ている 消防庁舎を安全な場所に移転する 考えを表明さ れま し た。

　 現在の消防庁舎は、昭和 47 年の豪雨災害で 2.6 ｍの浸水を記録し 、

近年の降雨量は全国的にも 予想でき ない状況であり ま す。市民の安全・

安心を考える う えで災害時の消防施設の防災能力確保は極めて大切な

課題であり 、6 月定例会では多く の議員から 質疑や意見があり ま し た。

　 ま た今年の梅雨は、 全国各地で線状降水帯の影響で局地的に大雨を

記録し 、 甚大な被害をも たら し ま し た。 防災施策の推進と 共に、 改め

て一人一人の防災意識を高めていく 必要があり ま す。

　 消防庁舎の移転に伴う 行政によ る 近隣地域への説明責任を 注視し、

今後も 多く の課題解決に向けてし っ かり と 調査研究に努めて参り ま

す。 　 　 　 　（ 中原秀樹）

あ と が き

T E L 0 8 2 4 -6 2 -6 1 7 9　 FAX 0 8 2 4 -6 2 -6 1 1 0 　 E メ ールアド レス　 g ika ij im u@ city .m iyo sh i.h iro shim a .j pご意見やお問い合わせは　 議会事務局へ

「 鷺
さ ぎ

神
じ ん

社
じ ゃ

」

編集／広報広聴常任委員会

◎委員長　 新田真一　 　 〇副委員長　 月橋寿文

横光春市　 藤井憲一郎　 重信好範　 徳岡真紀

中原秀樹　 山田真一郎

 中国バス甲奴･三次線最後の日 中国バス甲奴･三次線最後の日

信原田楽大花田植 （三和町）信原田楽大花田植 （三和町）

十日市中学校部活対抗リレー十日市中学校部活対抗リレー

神杉大田植神杉大田植

川西地区運動会川西地区運動会
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三次市消防団夏季訓練三次市消防団夏季訓練

みよし
いいね 　 広報広聴常任委員が市内で撮影し た、

お気に入り の１ 枚をご紹介

注 ト目 ス ポ ッ

※訂正「あとがき上から３行目」（誤）現在の消防庁舎は　
　　　　　　　　　　　　　　　（正）現在の消防庁舎の位置は


